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カンパ使用の内訳と謝辞 

 

 

拝啓 立春とは名のみの寒さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。 

 

去る、10 月 24 日、駒場エミナース最後の定期演奏会では、沢山の OB・OG 方のご来場、

誠にありがとうございました。いろんな問題が発生した年ではありましたが、皆様のご協

力のおかげで乗り越えることができ、無事定期演奏会を開くことができました。特にカン

パの件では、多大なご支援、本当にありがとうございます。 

 

さて、その明細報告についてですが、非常に遅れてしまい申し訳ございませんでした。

そして、そのことで関係者の方々に多大なご迷惑をかけてしまったことをここにお詫び申

し上げます。 

 

以下にその明細を掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OB・OG の皆様から予想を大きく上回るご支援を賜り、また、和館が急遽使用可能とな

ったことによるスタジオ代の縮減、前金不要のホール（オリンピックセンター大ホール）

（単位：円）

収入 カンパ収入 478,482
現役生負担（合宿費精
算分+特別徴収分）

233,898

収入計 712,380

支出 スタジオレンタル代 2年合奏 82,300
3年合奏 48,510
3年独重 8,000

備品購入代 譜面台・足台 70,875
メトロノーム 10,836

ギター購入費 225,000
ホール下見交通費 10,660

支出計 456,181

総収支金額 256,199



の使用決定により、収入が支出を 256,199 円超過する結果となりました。当該金額につき

ましては、積立金として会計残高に加えさせていただきたいと思っています。積立金の使

用用途についてですが、来年以降、ホールが変わる可能性がまだあり、そのための支出が

未知数であること、そして和館がまた同じように使えない可能性があることから、前年と

同様、懐に余裕を持たせるための積立にしたいと考えています。カンパを募ることになっ

た経緯、そして皆様のご厚意とご協力があって定期演奏会を迎えることができたことを今

後も伝えていき、活動していきたい所存です。 

最後になりましたが、今後も古典ギター愛好会の活動をあたたかく見守っていただける

ようお願い申し上げます。 

 

敬具 


